
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

日 
 

時 

平
成
三
十
年
六
月
七
日
（
木
）
十
一
時
十
五
分
～
十
四
時
四
十
五
分 

会 
 

場 

本
願
寺
新
潟
別
院 

和
室
（
参
加
者
二
十
五
名
） 

講 
 

師 

荻
原 

剛
さ
ん
（
バ
ル
ー
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
） 

 
 

 
 

 

平
成
三
十
年
度
寺
院
女
性
会
連
盟
研
修
総
会
報
告 

 
 

寺
院
女
性
会
連
盟
委
員 

長
岡
組
正
楽
寺
坊
守 

法
性 

智
子 

今
回
の
寺
院
女
性
会
連
盟
研
修
総
会
は
、
初
め
て
参
加
す
る
方
も
含
め
た
会
員
相
互
の
交
流

と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に
先
立
つ
昼
食
会
で
は
、

自
己
紹
介
を
し
、
時
に
は
同
郷
と
い
う
だ
け
で
盛
り
上
が
る
な
ど
に
ぎ
や
か
に
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

会
食
後
は
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
荻
原
剛
さ
ん
を
お
招
き
し
た
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に

挑
戦
す
る
研
修
会
で
、
共
催
し
た
少
年
連
盟
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
も
多
数
参
加
さ
れ
、
総
勢
三

十
名
く
ら
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
夢
中
で
挑
ん
で
い
る
と
、
時
折
、
風
船
が
割
れ
る
音
に
混
じ

っ
て
笑
い
声
や
、
楽
し
そ
う
な
会
話
が
飛
び
交
い
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
に
は
、
各
々
の
個
性

が
表
れ
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
も
の
ば
か
り
で
し
た
。 

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
寺
院
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
幸
い
で

す
。
そ
し
て
、
参
加
さ
れ
た
寺
院
女
性
の
方
々
と
ど
こ
か
で
お
会
い
し
た
時
に
は
、
笑
顔
で
お

話
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
教
務
所
の
職
員
の
方
々
の
ご
尽
力
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 



平成３０年の災害による本願寺派寺院・門信徒被害状況と 

たすけあい運動募金災害義援金・ボランティアのお願いについて 

  直近には大阪府北部地震をはじめとして自然災害が多数発生しました。宗派においては復興 

支援として「たすけあい運動募金」において災害義援金を募っています。 

被災地では災害ボランティアセンターが開設され、復興に向けて活動中です。教区としても 

復興支援を継続してまいりますので皆様のご協力を宜しくお願いします。 

 

〇6 月１８日 大阪府北部地震被害状況（２０１８年８月３日現在） 

本願寺境内地内塀屋根瓦落下、石灯籠倒壊ほか、阿弥陀堂・大谷本廟・伝道院にも被害。 

直属寺院２ヵ寺、一般寺院２２６ヵ寺、死亡・怪我を含む門信徒被害５８ヵ寺以上。 

 

 

 

 

 

 

 

  〇６月２８日～7 月 8 日 平成 30 年 7 月豪雨被害状況（２０１８年８月２８日現在） 

   寺院被害 128 ヵ寺、門信徒被害 321 ヵ寺以上（死亡・安否不明・家屋全壊・床上・床下 

浸水他被害多数）。安芸教区災害ボランティアセンターにてボランティア活動者を募集中 

(9 月 13 日現在)。詳細は HP をご確認下さい。(http://saigai.aki.or.jp/) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇９月４日 台風 21 号被害状況（２０１８年９月１４日現在・継続調査中） 

本願寺南能舞台南側土塀倒壊他被害多数、直轄・直属寺院 9 ヵ寺、一般寺院 377 ヵ寺（本 

堂鬼瓦落下、窓ガラス破損、雨樋破損、鐘楼堂倒壊等）、門信徒被害 81 ヵ寺以上 

 〇9 月６日 北海道胆振東部地震被害状況(２０１８年９月１４日現在・継続調査中) 

  本願寺小樽別院納骨堂内散乱、一般寺院 5 ヵ寺（本堂半壊、ご本尊損傷、内陣宮殿・厨 

  子倒壊、内陣壁落下、仏具倒壊、本堂外壁剥離、庫裏お内仏・客間・厨房で物品等倒 

壊・散乱、納骨堂の納骨壇仏具・遺骨散乱等、山門倒壊等） 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府北部地震・平成三十年七月豪雨たすけあい募金災害義援金報告 

 平成三十年七月二十日から九月七日まで、本願寺新潟別院内で募りました標記災害義援

金の総額は ４２，４４５円でした。また、九月四日～五日開催の教区門徒総代研修会で

集められた災害義援金の総額は８３，９００円でした。ご協力ありがとうございました。 

http://saigai.aki.or.jp/
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法
話 

「
倶
会
一
処
と
聞
か
さ
れ
て
」 

地
蔵
堂
組
勝
誓
寺
住
職 

上
山 

善
英 

 

そ
の
方
の
お
母
さ
ん
は
お
料
理
が
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
お
弁

当
に
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
の
卵
焼
き
や
雑
に
切
ら
れ
た
野
菜
・
・
・
。
子
ど
も

心
に
も
ま
ず
そ
う
な
お
弁
当
が
嫌
い
で
し
た
。
あ
る
朝
、
「
あ
な
た
の
好
き

な
海
老
を
入
れ
て
お
い
た
か
ら
ね
。
」
と
お
母
さ
ん
か
ら
お
弁
当
を
渡
さ
れ

ま
し
た
。
蓋
を
開
け
る
と
、
色
が
悪
く
火
が
通
り
過
ぎ
て
固
く
な
っ
た
、
殻

の
残
っ
た
海
老
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
す
っ
か
り
嫌
に
な
り
、
そ
の
ま
ま
ゴ

ミ
箱
に
捨
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。
帰
宅
後
、「
お
弁
当
は
ど
う
だ
っ
た
。」
お

母
さ
ん
は
し
き
り
に
尋
ね
て
き
ま
す
。
何
度
も
尋
ね
ら
れ
る
う
ち
に
腹
が
立

っ
て
き
ま
し
た
。
「
あ
ん
な
ま
ず
そ
う
な
弁
当
捨
て
た
よ
。
も
う
作
ら
な
く

て
い
い
か
ら
な
。」
と
大
き
な
声
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
あ
あ
、
そ
う
か

い
。・
・
ご
め
ん
ね
ぇ
。」
お
母
さ
ん
は
そ
れ
き
り
お
弁
当
を
作
ら
な
く
な
り
、

食
事
代
が
渡
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

半
年
後
、
お
母
さ
ん
は
体
調
を
崩
し
、
息
を
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。
遺
品

の
中
か
ら
『
お
弁
当
献
立
ノ
ー
ト
』
と
書
か
れ
た
大
学
ノ
ー
ト
が
出
て
き
ま

し
た
。
は
じ
め
は
イ
ラ
ス
ト
に
色
え
ん
ぴ
つ
で
塗
ら
れ
た
き
れ
い
な
ペ
ー
ジ

で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
乱
れ
て
い
き
ま
す
。
「
思
っ
た
よ
う
に
手
が
動
か
な

い
。
」
「
味
が
わ
か
ら
な
い
。
味
付
け
が
上
手
く
出
来
な
い
。
」
な
ど
、
終
わ

り
に
向
か
う
に
つ
れ
、
つ
ら
そ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
、
ど
ん
な
思
い
で
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
て
い
た
の
か
な
ん
て
考
え
も

せ
ず
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
後
悔
の
念
を
抱
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

お
浄
土
で
は
往
生
さ
れ
た
方
も
含
め
、
諸
々
の
善
人
と
倶
に
会
う
こ
と
が

出
来
る
と
示
さ
れ
ま
す
。
阿
弥
陀
如
来
様
は
一
人
一
人
の
苦
悩
を
見
抜
き
、

お
念
仏
と
な
っ
て
寄
り
添
い
つ
つ
、
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
お
す
く
い
は
、

今
の
私
が
お
念
仏
申
し
て
い
る
事
実
を
も
っ
て
、
確 

 

仏
教
婦
人
会
新
綱
領
制
定
に
つ
い
て 

 

仏
教
婦
人
会
綱
領
が
二
〇
一
八
年
二
月
六
日
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
教
区
で
は
五

月
二
十
二
日(

火)

に
仏
婦
連
盟
研
修
総
会
を
開
催
し
、
講
師
の
野
村
康
治
さ
ん
よ
り
、

日
本
人
の
仏
教
観
が
薄
れ
て
い
る
事
、
お
念
仏
・
聴
聞
の
大
切
さ
を
示
さ
れ
た
親
鸞
聖

人
の
お
心
が
新
綱
領
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
事
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

か
な
こ
と
と
受
け
取
れ
ま
す
。
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
後
悔
を
抱
き
つ
つ
も
、
お
浄
土
で
の
再
会
を
支
え

に
し
て
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。『
今
日
の
弁
当
、
と
っ
て
も
美
味
し
か
っ

た
よ
。』
と
伝
え
ら
れ
る
の
で
す
。 

  

 

第
四
回
公
開
講
座 

 

十
二
月
三
日
（
月
） 

午
後
二
時
～
四
時 

 講
師 

 

髙
橋 

純
明
さ
ん 

新
潟
別
院
公
開
講
座
―
み
ん
な
で
学
ぶ
『
歎
異
抄
』
― 

仏
教
婦
人
会
新
綱
領 

私
た
ち
は 

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
導
か
れ
て 

す
べ
て
の
人
び
と
の
幸
せ
を
願
わ
れ
る 

 

阿
弥
陀
如
来
の
お
心
を
い
た
だ
き 

自
他
と
も
に 

 

心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し 

と
も
に
歩
み
を
進
め
ま
す 

一
、
お
聴
聞
を
大
切
に
い
た
し
ま
す 

一
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ま
す 

一
、
み
仏
の
願
い
に
か
な
う
生
き
方
を
め
ざ
し
ま
す 

 

講
座
参
加
者
の
声 

 
 

 
 

 
 

 

三
条
組
福
勝
寺
門
徒 

沼
前 

栄
子
さ
ん 

 

本
を
読
ん
で
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
部
分
も
、
直
接
お

話
を
聞
く
と
わ
か
り
や
す
く
な
る
ほ
ど
な
あ
と
思
い
、

以
前
は
教
科
書
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
歎
異
抄
も
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
講
座
の
よ
う
に
、
繰
り
返
し

お
話
を
聞
け
る
機
会
が
あ
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

  

 

新
潟
別
院
で
は
本
願
寺
派
輔
教
の
清
水
正
朋
さ
ん
と
髙
橋
純
明
さ
ん
を
ご
講
師

に
公
開
講
座
を
開
催
中
で
す
。
ご
法
話
を
交
え
た
講
義
は
た
い
へ
ん
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
一
講
座
の
参
加
費
は
二
〇
〇
円
で
、
途
中
か
ら
で
も
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

可
能
で
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

く 

え 
 

い
っ
し
ょ 

こ
う
り
ょ
う 

た
ん 

に 

し
ょ
う 

ほ 

き
ょ
う 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｐ；・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

今
後
の
予
定 

・
第
一
連
区
寺
院
仏
壮
会
結
成
に
向
け
た
研
修
会
（
国
府
教
区
担
当
） 

日 

時 
 

十
月
二
十
日
（
土
）
十
四
時
～
十
七
時
五
十
分 

会 

場 
 

本
願
寺
国
府
別
院 

テ
ー
マ 
 

と
も
に
聞
き 

ま
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
を
伝
え
よ
う 

 
 

講 

師 
 

丸
山 

文
雄
さ
ん(

仏
教
壮
年
会
連
盟
講
師
・
本
願
寺
派
布
教
使
・
巻
組
萬
榮
寺) 

・
新
潟
別
院
謝
恩
講
（
両
日
）・
与
板
城
大
手
門
修
復
完
成
慶
讃
法
要
（
二
十
三
日
の
み
） 

日 

時 
 

十
月
二
十
三
日
（
火
）
十
時
十
五
分
よ
り 

二
十
四
日
（
水
）
十
時
三
十
分
よ
り 

講 

師 
 

清
水 

正
朋
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
与
板
組
光
源
寺
） 

 
 

 
 

 

赤
沼 

誠
善
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
巻
組
真
浄
寺
） 

・
勤
式
・
作
法
研
修
会
『
仏
事
入
門
～
葬
儀
に
つ
い
て
～
』 

日 

時 
 

十
月
二
十
三
日
（
火
）
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時 

講 

師 
 

伊
藤 

教
恵
さ
ん
（
勤
式
指
導
員
・
本
願
寺
派
布
教
使
・
巻
組
長
光
寺
） 

・
第
三
十
八
回
新
潟
教
区
仏
教
婦
人
大
会
（
長
岡
組
主
管
） 

日 

時 
 

十
一
月
十
日
（
土
）
十
時
～
十
五
時 

テ
ー
マ 

 

「
い
の
ち
輝
い
て
い
ま
す
か
？
」
〜
生
死
を
見
つ
め
て
歩
む
ひ
と
た
ち
〜 

講 

師 
 

や
な
せ 

な
な
さ
ん
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
奈
良
教
区
教
恩
寺
住
職
） 

 
 

 
 

 

長
岡
西
病
院
ビ
ハ
ー
ラ
病
棟
ス
タ
ッ
フ
四
名 

・
青
年
布
教
大
会
（
長
岡
組
聞
法
会
） 

日 

時 
 

十
一
月
十
三
日
（
火
）
十
四
時
～
十
六
時 

会 

場 
 

長
岡
組 

長
永
寺 

講 

師 
 

黒
田 

宙
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
三
条
組
福
勝
寺
） 

 
 

 
 

 

旭 
 

勲
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
与
板
組
常
禅
寺
） 

・
第
三
十
六
回
仏
教
壮
年
研
修
大
会
（
与
板
組
主
管
） 

日 

時 
 

十
一
月
十
八
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
五
十
分 

テ
ー
マ 

 

「
家
族
礼
拝
の
す
す
め
」
～
お
寺
が
身
近
に
な
る
よ
う
に
～ 

講 

師 
 

山
之
内 

浩
乗
さ
ん(

本
願
寺
派
布
教
使
・
三
条
組
長
念
寺) 

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
研
修
会
（
仮
） 

日 

時 
 

十
一
月
二
十
九
日
（
木
）
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
五
分 

講 

師 
 

新
井 

久
美
子
さ
ん
（
新
潟
県
立
新
井
高
等
学
校
教
諭
） 

・
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
研
修
会
（
テ
ー
マ
・
講
師
と
も
に
未
定
） 

日 

時 
 

十
二
月
二
日
（
日
） 

・
連
研
の
た
め
の
研
究
会
（
テ
ー
マ
・
講
師
と
も
に
未
定
） 

日 
時 

 

十
二
月
五
日
（
水
） 

・
第
二
十
一
回 

新
潟
教
区
平
和
を
誓
う
念
仏
者
の
つ
ど
い
（
テ
ー
マ
・
講
師
と
も
に
未
定
） 

日 

時 
 

十
二
月
十
四
日
（
金
）
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時 

  

寺
伝
に
よ
る
と
初
代
は
慶
善
で
、
蓮
如
上
人
よ
り
お
か
み
そ
り
を
い
た
だ
き
、

長
野
県
須
坂
市
の
普
願
寺
に
所
属
し
、
布
教
・
伝
道
さ
れ
ま
し
た
。 

 

永
禄
年
間
に
越
後
へ
移
住
し
、
三
年
間
和
島
で
生
活
を
し
た
後
に
、
与
板
へ
寺

院
を
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
堂
は
明
治
三
十
二
年
に
近
隣
の
火
災
で
類
焼
し
、
明
治
三
十
七
年
に
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
に
は
屋
根
を
瓦
か
ら
銅
版
に
葺
き
替
え
し
て
い
ま
す
。

屋
根
修
繕
と
同
時
に
御
内
陣
も
修
繕
す
る
こ
と
に
な
り
仏
具
な
ど
を
搬
出
し
た 

編 

集
／
浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
新
潟
教
区
委
員
会 

広
報
部
会 

〒
九
四
〇
―
二
四
〇
二 
新
潟
県
長
岡
市
与
板
町
与
板
乙
四
三
五
六 

本
願
寺
新
潟
別
院
内 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
一
二
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
五
三
六 

寺
院
巡
り 

 

与
板
組 

長
明
寺 

住
所 

長
岡
市
与
板
町
与
板
五
八 

電
話 

〇
二
五
八
―
七
二
―
二
三
四
三 

ラ
ジ
オ
法
話 

 
 

新
潟
教
区
布
教
団
に
よ
る 

ラ
ジ
オ
法
話 

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か 

八
〇
．
七 

 

毎
週
月
曜
～
金
曜 

 

十
六
時
十
五
分
よ
り
放
送
中
で
す
。 

（
放
送
地
域
は
長
岡
市
全
域
、
小
千
谷
市
、
小
国
、
川
口
、
山
古
志
、
出
雲
崎
、
見
附
） 

 

と
こ
ろ
、
御
本
尊
光
背
の
後
ろ
に
弘
化

三
年
・
宮
殿
の
後
ろ
に
安
政
四
年
と
書

か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
火
災
の
時
に
運

び
出
さ
れ
た
こ
と
を
、
こ
の
文
字
で
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

度
重
な
る
震
災
で
本
堂
も
傷
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
が
手

を
合
わ
せ
て
こ
ら
れ
た
御
本
尊
、
お
念

仏
を
申
し
て
こ
ら
れ
た
本
堂
、
浄
土
真

宗
の
み
教
え
を
次
世
代
へ
継
承
で
き

る
よ
う
に
日
々
勤
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

こ
う
は
い 

く
う
で
ん 


